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在シドニー総領事通信 

第 66 回 ファイルズ北部準州首席大臣の訪日 

 

 

令和４年（2022 年）８月１日 

 

 

ファイルズ北部準州首席大臣と三宅外務大臣政務官の懇談 

（2022 年７月 19 日、ファイルズ首席大臣 Facebook） 

 

北部準州（ＮＴ）のファイルズ首席大臣は、７月 18 日から 21 日まで日本を訪

問しました。５月 13 日に就任してから初めての外国訪問です。北部準州首席

大臣による訪日は 2018 年 11 月のガナー前首席大臣以来約４年振りで、ファイ

ルズ首席大臣自身、日本に行くのは初めてとのことでした。 

 

今回の総領事通信では、ファイルズ首席大臣の訪日の概要と成果について報告

するとともに、今後の日本と北部準州の関係の更なる発展に向けての取組につ

いて考えたいと思います。 

 

https://createsend.com/t/t-2354885B00FC54432540EF23F30FEDED
https://createsend.com/t/t-2354885B00FC54432540EF23F30FEDED
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ファイルズ首席大臣 Facebook に掲載された安倍元総理との写真 

（2022 年７月８日掲載、2018 年 11 月 17 日当時の写真） 

 

●三宅外務大臣政務官との懇談 

 

ファイルズ首席大臣は、到着翌日の７月 19 日に、ピーター・ロバーツ臨時代

理大使主催の大使公邸昼食会で三宅伸吾外務大臣政務官と懇談しました。 

 

三宅政務官から、就任後初の外遊先として日本を訪問したファイルズ首席大臣

を歓迎するとともに、北部準州はエネルギー安全保障等の観点から重要なパー

トナーであり、日豪の「特別な戦略的パートナーシップ」を一層深化させたい

旨述べました。また、安倍元総理の逝去を受けて、ファイルズ首席大臣が同元

総理のダーウィン訪問の写真とともに心からの哀悼の意を Facebook 上で伝え

たことに対して謝意を伝えました。 

 

ファイルズ首席大臣からは、ＬＮＧ、ＣＣＳ（二酸化炭素の分離・回収及び貯

留）や水素を含む幅広いエネルギー分野で協力が進んでいる旨述べ、両者は今

回の訪日を契機に北部準州と日本との関係強化を進めていくことで一致しまし

た。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press1_000981.html
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北村ＩＮＰＥＸ会長、ファイルズ首席大臣、上田ＩＮＰＥＸ社長 

（2022 年７月 20 日、ファイルズ首席大臣 Facebook） 

 

●ＩＮＰＥＸとの合意文書署名 

 

北部準州では、ＩＮＰＥＸがオペレーター（操業主体）となり、日本企業とし

ては世界最大級の海外投資であるイクシスＬＮＧプロジェクトを推進していま

す日本と北部準州双方の経済に大きく貢献し、正に日豪協力の象徴です。７月

20 日、ファイルズ首席大臣はＩＮＰＥＸの北村会長、上田社長と会談し、コミ

ットメント宣言書を締結しました（北部準州政府・ＩＮＰＥＸ報道発表）。 

 

この宣言書は、将来のネットゼロカーボン社会と新たな競争環境での経済的・

社会的な発展を目標として、北部準州とＩＮＰＥＸの間の更なる協力関係を目

指して署名されたものです。 

 

今後、ＬＮＧ生産能力の増強と陸上精算施設の拡張、アジア・オセアニア地域

での安定的でクリーンなエネルギーの供給の強化、ダーウィンＣＣＵＳハブの

ＩＮＰＥＸをオペレーターとする推進、現地人材開発とサービス供給能力の向

上、再生可能エネルギーの目標設定等に向けて、協議が行われる予定です。 

https://createsend.com/t/t-78DE9502C851B9732540EF23F30FEDED
https://www.inpex.co.jp/news/assets/pdf/20220721.pdf
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ファイルズ首席大臣と森田ＮＥＣ社長（2022 年７月 19 日） 

 

●ＮＥＣ本社の訪問 

 

また、ファイルズ首席大臣は 19 日午後にＮＥＣ本社を訪問・視察し、森田社長

はじめ幹部との意見交換を行いました。 

 

北部準州とＮＥＣは、本年４月に協力文書（ＭｏＵ）を締結し、北部準州の持続

可能なイノベーション・エコシステムの発展とデジタル能力の強化に向けて協

力することで合意しています。これは、昨今の北部準州での光ファイバー海底ケ

ーブルやデータセンターの整備を受けてのものです。 

 

この協力文書により、北部準州政府とＮＥＣの両者で主要なデジタル開発分野

を特定し、ＮＥＣは海底ケーブル、５Ｇ、ＡＩなど世界最先端の技術の導入や現

地の産業人材開発での協力を検討し得るとされています。 

 

ＮＥＣは、北部準州で既に約 200 人を雇用しています。今後、ＮＥＣが北部準州

と日本の経済関係の強化に大きく貢献することを願っています。 

https://www.nec.com/en/press/202204/global_20220412_02.html
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８回目のダーウィン出張時にダーウィン空港にて（2022 年６月６日） 

 

●北部準州との更なる関係強化に向けて 

 

更に、ファイルズ首席大臣は７月 20 日に、飛行艇開発に関する北部準州企業Ａ

ＡＩ（Amphibian Aerospace Industries）と新明和工業の事業協力文書の署名に

立ち会いました。新明和工業は兵庫県宝塚市新明和町に本社がある創業 100 年

以上の会社で、ＵＳ－２救難飛行艇を開発しました。ＡＡＩは今後ダーウィンで

豪州初の飛行艇製造・輸出に取り組む中で、北部準州政府の助成を受けています。 

 

また、ファイルズ首席大臣は同日、約 20 社の日本企業に投資説明会を行い、ク

リーンエネルギーや重要鉱物、航空宇宙分野でのビジネス機会を紹介しました。 

 

今回のファイルズ首席大臣の訪問により、これまで約２年半、８回にわたりダー

ウィンを訪問して取り組んできた諸案件が大きく進展したと感じています。こ

れらが着実に具体化するよう、観光や文化・人的交流なども含めて、日本と北部

準州の幅広い協力を更に推進していきたいと思います。 

 

在シドニー日本国総領事 紀谷昌彦 

https://createsend.com/t/t-8F1CDE56129C70D62540EF23F30FEDED

